
弁

論

146

各都道府県から代表として選出され
た弁士たちが集い、自分の考えや思い
を、７分間という短い時間に凝縮して発
表します。演題は自由で、時事問題や日
常生活に関連したことなど多岐にわたり
ます。大会では様々な分野から選ばれた
７名の審査員が厳正に審査し、最優秀賞

１名ほか１４名に各賞が授与されます。

※総合プログラムより転載

日 程

■８月１日（水）
開 会 式 ９：２０～９：４０
弁 論１～４６

１０：０５～１７：３０

■８月２日（木）
弁 論４７～５８

９：２０～１０：５５
アトラクション

１１：０５～１１：４５
閉 会 式 １１：４５～１２：４５

弁 論
東出雲町民会館
八束郡東出雲町１１３９番地２
TEL ０８５２－５２－３２９７８月１日（水）～８月２日（木）

開会式

開
催
内
容
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出 場 者 一 覧

都道府県 整理番号 学 校 名 学年 氏 名 演 題

島 根 基準 県立松江南高等学校 ２ 阿 部 昌 代 大切なもの

北海道

１ 北海道札幌旭丘高等学校 ３ 波 田 大 専 君は必要とされている

２ 北海学園札幌高等学校 ３ 菱 沼 美咲姫 ありがとう、そして・・・

３ 北海高等学校 ３ 戸 田 智 美 夢という名の光に向かって

４ 藤女子高等学校 ３ 二 木 緑 葉 ガイジンのいない街

青 森
５ 県立青森商業高等学校 ３ 張 梅 媽媽

６ 県立八戸高等学校 ３ 馬 渡 詩 織 ありがとう、お母さん

岩 手 ７ 県立水沢農業高等学校 ３ 千 田 美 久 私がひらく日韓の扉～われ日本海の架け橋にならん～

山 形
８ 県立山形中央高等学校 ３ 大 沼 由 佳 山形の自然を次の世代に引き継ぐために

９ 県立山形西高等学校 １ 石 垣 笙 子 感謝の矢印

茨 城
１０ 県立水海道第一高等学校 ３ 染 谷 直 人 私の環境論～Wエコ実現計画～

１１ 県立水戸農業高等学校 ３ 関 成 美 あいさつの力

栃 木
１２ 県立矢板東高等学校 ３ 星 愛 美 歩みよるあなたとの距離

１３ 県立石橋高等学校 ３ 保 坂 由紀子 無力と戦って

群 馬
１４ 県立高崎女子高等学校 ２ 富 澤 実 祐 一七歳の責任

１５ 共愛学園高等学校 ２ 金 古 浩 美 海の道・平和への道

千 葉
１６ 県立八千代高等学校 ２ 沼 口 愛 こころのうがい

１７ 千葉敬愛高等学校 ２ デュアー小倉芽里沙 高校生はつらいよ―前略、山田洋次監督―

東 京
１８ 東亜学園高等学校 ３ 水 谷 衣 里 私の父

１９ 大東文化大学第一高等学校 ３ 中 里 史 絵 聞こえますか、あなたの心に。

神奈川
２０ 県立中央農業高等学校 ２ 餘 目 直 矢 未来のために、今出来ること

２１ 県立横浜桜陽高等学校 ３ 神 村 健太郎 高校生の力、未来への力

山 梨
２２ 県立山梨高等学校 ３ 深 澤 純 我々にできること

２３ 北杜市立甲陵高等学校 ２ 遠 藤 由 佳 永遠・刹那

新 潟
２４ 県立柿崎高等学校 ３ 福 嶋 かすみ 毛布を送るボランティアと私

２５ 県立柏崎養護学校 ３ 星 野 真 輝 壁に向かって

富 山 ２６ 県立となみ野高等学校 ３ 梶 美 里 有限からの創造

石 川
２７ 県立富来高等学校 ３ 萬 上 葉也加 常識の落とし穴

２８ 県立輪島高等学校 ３ 矢 代 百 子 『会話』してますか？

福 井
２９ 県立羽水高等学校 ３ 清 水 裕 香 言葉の力

３０ 県立盲学校 ２ 野 村 嘉 伸 「友だちになろうよ！」

静 岡
３１ 県立袋井高等学校 ３ 藤 原 大 彰 親父

３２ 静岡サレジオ高等学校 ３ 山 梨 由 雅 遠い世界をも近くに

愛 知 ３３ 東海高等学校 ２ 西 野 裕 基 主体者と主権者

三 重 ３４ 暁高等学校 １ 原 美 築 折り鶴が運んでくれた幸せ

奈 良
３５ 県立高田高等学校 ３ 三 宅 沙 紀 操作されたものの見方

３６ 天理高等学校 ３ 斉 藤 成 子 低く生きる

鳥 取
３７ 鳥取敬愛高等学校 ３ 中 田 千 尋 六十二年目の卒業写真から

３８ 県立鳥取養護学校 ３ 石 井 優 美 今の私を見つめて

島 根
３９ 県立川本高等学校 ３ 坂 田 知 聡 私が見つけた一筋の光

４０ 松江市立女子高等学校 ２ 岸 本 愛 子 私がフィリピンで学んだこと

岡 山
４１ 倉敷翠松高等学校 ３ 石 井 佐弥香 言葉の力

４２ 県立高梁城南高等学校 ３ 長谷川 美智子 互いを信じて

愛 媛
４３ 県立新居浜西高等学校 ３ 神 野 翔 輝ける生を全うする

４４ 県立今治西高等学校 ２ 藤 田 好 恵 読むことは生きること。

福 岡
４５ 八女学院高等学校 ３ 森 松 里依子 私の軸足をこの山里に

４６ 県立明善高等学校 ２ 米 倉 美 希 「夢への一歩」

佐 賀
４７ 東明館高等学校 ２ 哲 翁 晶 「MOTTAINAI」から始めよう

４８ 県立伊万里高等学校 ３ 松 尾 彩 祖母の死を越えて

長 崎
４９ 県立口加高等学校 ３ 和 田 美紀子 被爆地長崎の私達だから

５０ 県立佐世保西高等学校 ３ 香 川 千 祥 母の背中を追いかけて

熊 本
５１ 県立河浦高等学校 ３ 原 田 陽 平 農業にかけた父の思いと私の農業

５２ 県立盲学校 ３ 米 田 聡 美 愛と eye

大 分
５３ 昭和学園高等学校 ２ 生 野 稔 子 その一手間の役割

５４ 明豊高等学校 ３ 朴 志 彦 「家庭から、学校から、社会から」

宮 崎
５５ 県立宮崎大宮高等学校 ２ 緒 方 美 咲 あの坂を登れば・・・

５６ 聖心ウルスラ学園高等学校 ３ 村 田 芳 乃 太鼓を通して見えたもの

沖 縄
５７ 県立読谷高等学校 ２ 城 間 勝 しまくとぅば（島のことば）

５８ 県立球陽高等学校 ２ 中里華鎌ミランダ 「知ることから始まる理解」
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